













































































































































































































































































































































































































































































































































































































た一八四四年 は︑二五歳 ったことになる︒ ﹁稲廼舎蔵書﹂
印が押さ
れたのは︑父 没後︑由豆伎 生前 間か︒　
本写本の書写が︑通説にしたがい近世初期にまで遡ることができると















































































































































































































































































































































































































































































































   四谷傳馬町三丁目
和歌
　　　　　






















































































































































































































































































































































伝﹂ ﹁塙前総𢮦挍年譜﹂﹁塙忠寳先生年譜﹂ ﹁塙忠韶先生年譜﹂ ﹁塙忠雄先生年譜﹂ ﹁松山集﹂
﹁水母文集﹂を収めている︒
（
7） 大久保利謙『明治維新と教育
　
大久保利謙著作集
4』 （吉川弘文館
　
昭和六
十三年十月）
二二一頁︒神野藤昭夫
﹁近代国文学の成立﹂
（ 『森鷗外論集
　
歴史
に聞く』新典社
　
二〇〇〇年五月）注
34参照︒
　
追記
　
本
物
語の調査にあたっては︑静嘉
堂
文庫︑東海大学図書館ならびに故吉
田幸一氏︑原豊二氏の格別のご配慮を得た︒記して感謝する︒

